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全 国 検 数 労 働 組 合 連 合

書 記 局

１１月７日（金）１０：００～１１：００ 

第１回 検数労連１４冬季一時金交渉. 

１ ４ 冬 季 一 時 金 要 求 書 提 出 ！ 

４６１号

検
数
労
連
代
表
者
会
議
を
開
催

１４
冬
季
一
時
金
要
求
書
を
確
認

２０１４年冬季一時金および諸労働条件の改善について、 

下記の通り要求いたします。 

１．要求方式と要求額について 

①日検 

（本給＋家族）×3.0ヶ月＋一律10万円＋都市加算 

②全日検 

 職員Ａ 

（本給＋家族）×3.0ヶ月＋一律20万円＋都市加算 

 職員Ｂ・見習い職員 

（本給＋家族）×3.0ヶ月＋一律10万円＋都市加算 

③都市加算の支給区分と金額については別表の通りとする 

こと。 

④職員以外の者は、職員に準じて支給すること。 

２．支給条件について 

①長期病欠者に対して、各々の支給基準の 70％を支給するこ

と。 

②通勤災害による急病者についても労災休業者と同一取扱い

とすること。  

③一切の協会査定（特別評価）は行わないこと。 

④転勤者の取り扱いについては、計算期間中のそれぞれの所属

地の地区区分に基づく日割計算、または 12 月 1 日現在所属

地の地区区分かのいずれか有利な方を適用すること。 

３．支給日について 

２０１４年１２月１０日（水）とすること。 

【１４冬季一時金要求書】

次回交渉 

１１月１２日（水） 

１１時～基礎数字提示 

１１
月
５
日
（
水
）
～
６
日
（
木
）

に
か
け
て
、
検
数
労
連
代
表
者
会
議

が
開
催
さ
れ
、
１４
冬
季
一
時
金
要

求
と
、
た
た
か
い
方
に
つ
い
て
論
議

が
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
域
よ
り
要
求
内
容
や
、
た
た

か
い
方
に
つ
い
て
様
々
な
補
強
意

見
が
出
さ
れ
活
発
な
議
論
が
さ
れ

た
結
果
、
１４
冬
季
一
時
金
要
求
に

つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
の
要
求

内
容
で
た
た
か
う
事
が
確
認
さ
れ
、

１１
月
７
日
（
金
）
第
一
回
検
数
労

連
１４
冬
季
一
時
金
交
渉
で
両
協
会

に
対
し
要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

組
合
は
要
求
書
提
出
後
、
今
一
時

金
要
求
に
対
す
る
趣
旨
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

両
協
会
の
収
支
状
況
は
、
全
日
検

で
は
既
存
業
務
が
狭
小
傾
向
に
あ

る
中
で
、
収
支
状
況
は
対
前
年
比
で

微
減
、
日
検
協
会
で
は
円
安
傾
向
の

中
で
自
動
車
の
輸
出
が
堅
調
に
推

移
し
た
も
の
の
、
全
体
で
は
対
前
年

比
で
微
減
と
の
報
告
が
さ
れ
て
い

る
。近

年
、
港
湾
で
の
貨
物
取
扱
量
に

対
し
て
料
金
収
受
が
連
動
し
て
こ

な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
や
、
既
存
の

検
数
業
務
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ

と
は
否
め
な
い
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
る
が
、
４

月
１
日
か
ら
の
消
費
税
増
税
後
、
す

べ
て
の
生
活
必
需
品
が
値
上
が
り
、

生
活
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と

や
、
来
年
に
は
１０
％
の
大
増
税
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
補
填
と

し
て
の
一
時
金
水
準
の
向
上
は
不

可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

両
協
会
の
冬
季
一
時
金
の
基
礎

と
な
る
べ
く
平
成
２６
年
度
上
半
期

の
事
業
収
益
に
つ
い
て
は
、
一
定
の

利
益
を
確
保
し
た
と
聞
き
及
ん
で

い
る
。
こ
の
事
は
、
経
営
の
安
定
、

検
数
事
業
の
発
展
に
向
け
て
取
り

組
み
を
強
化
し
て
き
た
賜
物
で
あ

る
と
確
信
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
冬
季
一
時
金
に

つ
い
て
は
、
従
業
員
の
生
活
防
衛
に

向
け
て
３
年
ぶ
り
に
乗
率
部
分
を

１４
冬
季
一
時
金
交
渉
経
過

０．２
ヶ
月
上
乗
せ
し
て
３．０
ヶ
月
と
し

た
。両

協
会
に
た
い
し
て
は
、
従
業
員

の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
要
求
に
沿

っ
た
回
答
構
築
を
求
め
る
と
同
時

に
、
要
求
に
な
い
一
時
金
で
の
業
績

格
差
回
答
や
、
全
日
検
に
お
い
て
は

従
来
か
ら
組
合
が
反
対
し
て
い
る
一

時
金
で
の
特
別
評
価
（
査
定
）
に
つ

い
て
も
廃
止
す
る
よ
う
強
く
求
め

る
。【

両
協
会
主
張
】

両
協
会
は
要
求
書
を
受
け
取
り
、

回
答
構
築
に
向
け
て
精
査
し
て
い
き

た
い
。


